
『本気は伝わる！！
つながるLIVE』

29年度 総社市市民提案型事業 実績報告

特定非営利活動法人

～ ひきこもり支援事業 ～



②参加者の中から相談者をみつける

事業目的

相談へつなげる
(相談は後日落ち着いた環境で！)

①ひきこもりを増やさない (予防)

講演会後の
アンケート

予備軍への呼びかけ
(主に学生・保護者)

※一度に多くの人へ伝える (定員３００名)

※迷った時、前を向いて歩けるよう！

講演会



ビラ
総社市内
高校・中学校
小学校（５・６年）
生徒全員
掲示用・ＰＴＡ
教員用
協力地域・団体
その他

ポスター
セブンイレブン
（総社市内・倉敷駅前）

ゲオ
宮脇書店
ＴＵＴＡＹＡ
協力地域・団体
その他



口こみ・・・総社市教育委員会や、学校関係・社会福祉協議会、町のお店や団体
パーソナリティ・・・ホームページやＳＮＳ・ビラ・ポスター

講演前 どんな活動を行って行く団体なのかの周知と、ひきこもり現状からの呼びかけ

講演にて

• なぜ、ひきこもりが社会問題なのか？
※一人一人が考える必要性について

• 発達障害とひきこもりの関係
• ひきこもりの裏には、病気がかくれてい
るケースがことが多いこと

• 夢や希望を持つ意味
• 知る・学ぶということは、生涯学習であ
るということ

• 身近で起きている事態に気が付くアンテ
ナを持つ、放置しないこと

心の扉からの呼びかけ 森源太さんからの呼びかけ

• ひきこもり傾向にあった、自身のおい
たちの中で感じていた心理

• 好きなことをみつけることで、自分の
可能性を見出すきっかけになる。

• 母親の心理と家庭環境
• 夢を持つ事で、自然に努力へつながる
こと

• 音楽でその時の思いを伝える

講演での呼びかけ

後援：総社市社会福祉協議会（ワンタッチ）
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記念撮影



講演後

イベント自体の感想
• 楽しさの中で、色々考える時間となった。
• 自分の将来を考えるきっかけになった。
• 中学生に聞いてもらいたい
• メッセージ性が強い良い企画だった。
• 本気を語ってくれる人の話をもっと聞きたい。
• ひきこもっていた時を思い出して感動した。
• 自分にもできることはないか、明日から変わろうと思う

アンケートより

森源太さんへの感想
• 楽しかった・すごく良かった。
• トークが良い！長崎弁で親しみやすく、
心に響いた。

• 源太さんの本気が伝わってきた。
• 歌詞が良かった。好きです。
• 母の言葉に涙が止まらなかった。
• 学校に呼びたい

相談より

• 不登校学生の母
• 他国籍の不登校者の友人
• 病気による身体障害があり、ひきこもり傾向
の女性

• 病気による生活環境の変化から、うつになり、
ひきこもってしまった家族

• 精神疾患による生き辛さを抱えた方（発達障
害あり）

• 校内でいじめがあり、学校が辛い
• 宗教的な家族の考えについていけない学生

新たな支援者・協力者

・簡単な仕事の提供
・スポーツができる環境を提供（バドミントン）
・生き辛さを抱えた方たちの支援団体



1. 心の扉という団体を知っていただき、理解と協力を得られる事ができた
2. ７０人の参加者へ、一度の講演で呼びかけることができた
3. 現在１１件の相談があり、３件を解決に導けた
4. 他の団体や、企業とのつながりができ、お互いに協力体制が取れるようになった
5. 広報へ、講演終了後の報告として、講演内容を掲載しPRにつなげた
6. 講演後、しばらくしてからの相談が増えた
7. 総社市は、福祉が進んでいる、あたたかい町だという声を耳にすることが増えた
8. SNSから HPへのジャンプでは、更新毎５００人以上の観覧数に増えた
（SNS⇒facebookのみ）

効果・成果

今後の課題

• 引き続き、ひきこもりや生き辛さを抱えた方への周知と理解を呼びかける
• 環境の変化から、誰でもひきこもりや、うつ状態になる危険性がある為、早期発見・対応の重要性の呼びかけ
• 資格の有無に関わらず、普段の日常でできる支援はあるという気づきを呼びかける
• 未然に防ぎ、うつ状態を作らない為にできることは何かを考え、提供していく
• 関わる場所を増やすことで、相談に繋がりやすく、必要であれば医療・福祉・保健に繋げることができる
• 核家族化の進行・ＩＴ（ＡＩ等）の進化による、就労スタイルの変化に伴い、起こりうる心の病を考える
• 慌てず、焦らず、じっくり時間をかけて、きっかけから関わり方を個人のニーズに合わせることが重要
• 行政・民間のつなぎをもっとスムーズに行えるよう、関係機関・団体が関わる場を持ち、またそれをＰＲしてい
く事が、さらに重要と思われる。（例えば・行政間でも、ひきこもりと不登校の支援場所が違うなど）


